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～今年も元気に参加～
　９月16日、セパーム・アリーナを会場に「小坂町敬老会」が開催され、町内75歳以上の該当
者1,356名のうち、381名の方が出席し、長寿をお祝いしました。また式典では、結婚50年の
金婚を迎えられた11組のうち、出席した２組のご夫婦に町長から顕彰状が贈呈されました。
　祝宴の余興では、小坂小学校スクールバンドや小坂中学校吹奏楽部の楽器演奏、小坂高校生
によるよさこい演舞、アカシア太鼓などが披露されたり、児童から参加者へメッセージカード
が贈られました。

小坂町敬老会
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▼
平
成
30
年
度
普
通
交
付
税
交
付
額
の

決
定
に
つ
い
て

　

秋
田
県
に
お
け
る
市
町
村
分
の
対
前

年
度
当
初
算
定
比
は
、
普
通
交
付
税
交

付
決
定
額
で
２
・
２
％
の
減
、
臨
時
財

政
対
策
債
発
行
可
能
額
で
０
・
９
％
の

増
で
、
合
わ
せ
た
実
質
的
な
交
付
税
は

２
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
坂
町
に
お
い
て
は
、
普
通
交
付
税

交
付
決
定
額
は
15
億
８
，４
０
７
万
１
千

円
で
、
前
年
度
当
初
算
定
額
17
億
４
１

２
万
６
千
円
と
比
較
し
、
１
億
２
，０
０

５
万
５
千
円
、
７
・
０
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能

額
は
１
億
１
，４
８
５
万
６
千
円
で
、
対

前
年
度
比
８
７
３
万
３
千
円
、
７
・
０
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な
交

付
税
で
は
、
対
前
年
度
比
１
億
２
，８
７

８
万
８
千
円
、
７
・
０
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
町
の
場
合
、
基
準
財
政
需
要
額
で

は
、国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く
「
地

域
経
済
・
雇
用
対
策
費
」
の
廃
止
及

び
「
包
括
算
定
経
費
」
の
減
と
「
個

別
算
定
経
費
」
が
増
と
な
っ
た
も
の
の
、

「
公
債
費
」
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度

に
発
行
し
た
「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
」
等
に
係
る
過
疎
対
策
事

業
債
の
元
利
償
還
金
の
増
に
伴
い
交
付

税
措
置
分
70
％
相
当
額
に
つ
い
て
１
，

１
３
８
万
４
千
円
の
増
な
ど
か
ら
、
総

額
で
対
前
年
度
比
１
，９
０
８
万
７
千

円
の
減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

基
準
財
政
収
入
額
に
お
い
て
は
、
法

人
税
割
額
が
前
年
度
の
調
定
実
績
に
基

づ
き
算
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
準
税

額
は
、
過
年
度
精
算
分
も
含
め
１
億
５

５
２
万
９
千
円
の
増
と
な
り
、
総
額
で

対
前
年
度
比
１
億
２
８
６
万
４
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
交
付
額
の
減
に
つ
い
て

は
、
法
人
税
割
の
算
定
額
の
増
が
主
な

要
因
で
す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て
普
通
交

付
税
額
は
15
億
円
、
臨
時
財
政
対
策
債

は
１
億
１
千
万
円
を
計
上
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
留
保
財

源
は
８
，８
９
２
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

　

７
月
２
日
付
け
で
小
坂
町
第
１
号
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
「
宮
地

俊
幸
（
み
や
ち
と
し
ゆ
き
）」
さ
ん
に

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
ぶ
ど
う
栽
培
、
産
直
施

設
や
小
坂
七
滝
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
補
助

業
務
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
は
ぶ
ど
う

農
家
と
し
て
の
独
立
を
目
指
し
て
い

て
、
農
家
の
担
い
手
と
し
て
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

▼
普
通
共
用
林
野
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
　

関
門
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
樹
海

ラ
イ
ン
沿
い
の
５
カ
所
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

徴
収
期
間
は
、
５
月
25
日
か
ら
６
月

20
日
ま
で
の
27
日
間
で
し
た
。

　

期
間
中
の
入
林
者
数
は
、
延
べ
人
数

で
町
外
者
３
，４
３
０
名
、
町
内
者
７

５
５
名
、
計
４
，１
８
５
名
と
い
う
結

果
と
な
り
、
前
年
比
で
、
町
外
者
は
１

０
６
名
増
、
町
内
者
は
１
６
２
名
増
、

計
２
６
８
名
の
増
で
し
た
。

　

ま
た
、
入
林
許
可
証
は
、
３
１
６
名

の
町
民
に
交
付
し
ま
し
た
。

　

収
支
決
算
見
込
は
、
収
入
が
約
４
０

３
万
円
に
対
し
支
出
は
約
３
５
１
万
円

で
、
お
よ
そ
52
万
円
の
黒
字
と
な
る
見

込
み
で
す
。

▼
熊
の
目
撃
情
報
、
被
害
状
況
等
に
つ

い
て

　

８
月
13
日
現
在
、
本
町
で
の
熊
の
目

撃
通
報
件
数
は
41
件
と
な
っ
て
い
て
、

養
蜂
箱
７
箱
が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
通
報
を
受
け
、
鹿
角
警
察

署
や
小
坂
町
猟
友
会
と
連
絡
を
と
り
、

状
況
確
認
と
と
も
に
、
メ
ー
ル
配
信
や

近
く
の
自
治
会
に
チ
ラ
シ
等
で
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
捕
獲
用
の
檻
に
つ
い
て
は
、

猟
友
会
に
設
置
・
見
回
り
等
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
許
可
権
限
の
一

部
が
市
町
村
へ
委
譲
と
な
り
、
人
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
目
的
で
捕
獲
を
行
う

場
合
に
は
、
市
町
村
権
限
で
許
可
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
頭
数
は
、
６
月
30
日
に
小
坂
Ｐ

Ａ
付
近
で
１
頭
、
７
月
９
日
か
ら
８
月

11
日
ま
で
に
魁
地
区
で
８
頭
、
計
９
頭

を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
山
の
エ
サ
が
不
足
し
て
い

る
た
め
か
、
人
里
へ
の
出
没
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
農
作
物
の
実
り
を
迎

え
る
た
め
、
畑
へ
の
出
没
が
増
え
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

全
県
的
に
熊
の
目
撃
・
被
害
通
報
が

多
い
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
鹿
角
警
察

署
や
猟
友
会
と
協
力
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
注
意
喚
起
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
馬
鈴
薯
の
試
験
作
付
け
に
つ
い
て

　

本
年
３
月
27
日
に
、
小
坂
町
加
工
用

馬
鈴
薯
試
作
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
町

内
の
真
木
平
地
域
内
１
ha
を
試
験
ほ
場

と
し
て
、
加
工
用
馬
鈴
薯
の
試
験
栽
培

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
し
て
は
、
種
芋

２
種
類
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
チ
ッ
プ
」
と
「
と

よ
し
ろ
」
を
薬
液
消
毒
し
て
、
乾
燥
お

よ
び
浴
光
催
芽
し
、
植
付
け
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
除
草
剤
の
散
布
、
防

除
剤
散
布
、
カ
ル
チ
に
よ
る
機
械
除
草

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
植
付
け
や
栽
培
管
理
、
収
穫

等
の
各
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
大
型

機
械
の
作
業
状
況
の
視
察
や
研
修
を
す

る
と
と
も
に
、
植
付
け
時
は
当
町
の
試

験
ほ
場
に
大
型
機
械
を
借
り
入
れ
て
行

い
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
時
点
で
は
、
収
穫
に
向
け

た
生
育
状
態
分
析
を
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト

㈱
に
依
頼
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
収
穫
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
た

め
、
収
量
等
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
実
施
さ
れ
る
収
穫
も
含
め
た
こ
れ

ま
で
の
デ
ー
タ
を
精
査
し
、
協
議
会
で

そ
の
成
果
を
整
理
し
て
来
年
度
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
水
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

　

鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
農
業
振
興

普
及
課
の
調
査
に
よ
る
と
、
今
年
の
水

稲
は
、
６
月
中
旬
に
低
温
期
間
が
あ
り

生
育
が
一
時
停
滞
し
た
が
、
そ
の
後
の

気
象
は
概
ね
良
好
に
推
移
し
た
こ
と
か

ら
、
出
穂
期
は
平
年
の
８
月
６
日
よ
り

や
や
早
い
８
月
４
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
育
は
順
調
だ
が
、
中
干
し
期
間
の

降
雨
に
よ
り
、
十
分
に
中
干
し
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
ほ
場
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
ほ
場
で
は
、
土
壌
が
緩
く
な
り
倒
伏

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
17
日
に
実
施
し
た
水
稲
定
点
調

査
で
は
、
１
㎡
当
た
り
穂
数
が
４
８
５

本
で
平
年
比
１
０
３
％
、
１
穂
当
た

り
着
粒
数
は
70
・
５
粒
で
平
年
比

１
０
４
％
、
１
㎡
当
た
り
の
総
籾
数
は

３
４
，０
４
２
粒
で
平
年
比
１
０
７
％

と
な
り
、
平
年
よ
り
多
い
状
況
で
す
。

　

病
害
虫
は
、
一
部
の
ほ
場
で
葉
い
も

ち
病
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
斑
点
米

カ
メ
ム
シ
類
が
、
水
田
内
に
ヒ
エ
等
の

雑
草
が
発
生
し
て
い
る
ほ
場
で
多
発
し

て
い
る
状
況
で
す
。
８
月
上
旬
よ
り
、

　

平
成
30
年
度
第
５
回
町
議
会
が
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
・
人
事
案
件

13
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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▼
平
成
31
年
度
に
鹿
角
地
区
の
各
小
中

学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
す
る

「
鹿
角
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協
議
会
」

の
審
議
結
果
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
町
教

育
委
員
会
の
決
定
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校

の
教
科
書
は
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」

で
、
８
社
の
発
行
す
る
教
科
書
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
「
内
容
の
選
択
と
取
り
扱

い
」「
構
成
・
配
列
・
表
記
」「
創
意
工
夫
」

の
観
点
か
ら
、
鹿
角
地
区
の
生
徒
の
生

活
・
経
験
や
興
味
・
能
力
に
適
し
て
お

り
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
・
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
る
教
科
書
の
調
査
研
究
を
行

う
た
め
、
教
諭
に
よ
る
「
調
査
委
員
会
」

を
設
け
、
第
３
回
採
択
協
議
会
に
お
い

て
、
調
査
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
内

容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
質
疑
応
答

の
あ
と
審
議
さ
れ
、
中
学
校
で
使
用
す

る
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
発
行
会

社
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
に
使
用
す
る
小

学
校
の
道
徳
を
除
く
教
科
書
に
つ
い
て

は
、
平
成
32
年
度
の
新
学
習
指
導
要
領

実
施
に
伴
い
、
来
年
度
に
改
め
て
平
成

32
年
度
か
ら
使
用
す
る
教
科
書
の
採
択

を
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在

使
用
し
て
い
る
教
科
書
と
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
交

代
に
つ
い
て

　

５
代
目
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
赴
任
し
た
前

任
の
「
ハ
ン
ナ
・
ア
シ
ュ
リ
ー
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
」
さ
ん
は
、
３
年
間
に
わ
た

り
中
学
生
の
英
語
力
向
上
や
、
町
民
の

国
際
理
解
や
語
学
力
の
向
上
に
、
力
を

尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
、

先
行
実
施
し
て
い
る
小
学
校
で
の
外
国

語
活
動
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

授
業
づ
く
り
に
励
ま
れ
、
児
童
か
ら
も

大
変
好
評
で
し
た
。

　

明
る
く
朗
ら
か
な
ハ
ン
ナ
さ
ん
は
、

８
月
２
日
、
多
く
の
生
徒
に
見
送
ら
れ

離
町
さ
れ
ま
し
た
。
離
町
に
あ
た
り
、

３
年
間
町
民
の
皆
様
か
ら
お
世
話
に
な

り
、
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

後
任
の
「
キ
ン
バ
リ
ー
・
キ
ャ
サ
リ

ン
・
バ
ル
ト
ス
」
さ
ん
は
、
ア
メ
リ

カ
・
イ
リ
ノ
イ
州
出
身
の
25
歳
の
女
性

で
す
。

　

日
本
語
は
ま
だ
不
慣
れ
で
す
が
、
和

太
鼓
が
大
好
き
で
、
日
本
の
歴
史
や
文

化
に
興
味
が
あ
り
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
勉
強
し
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。
二
学
期
か
ら
小
坂
中
学
校
に
勤
務

し
、
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

笑
顔
の
素
敵
な
キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
で

す
の
で
、
皆
様
に
は
あ
た
た
か
く
、
親

し
く
接
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
小
坂
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
活
躍
つ
い
て

　

小
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
８
月
２

日
に
行
わ
れ
た
「
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
60
回
秋
田
県
大
会
」
に
、
ま

た
小
坂
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部
は

８
月
５
日
に
行
わ
れ
た
「
第
26
回
秋
田

県
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
出
場
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
一
昨
年
、

昨
年
に
引
き
続
き
の
県
大
会
出
場
で
、

一
人
一
人
の
演
奏
技
術
が
向
上
し
て
い

る
結
果
と
考
え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
女
子
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
小

坂
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ブ
」
が
、
鹿
角
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
２
連
覇

し
、
全
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
８

月
１
日
に
行
わ
れ
た
全
県
大
会
で
は
、

一
回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
次
の
大

会
に
向
け
、
練
習
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、

行
わ
れ
た
「
第
39
回
東
北
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
」
１
５
０
０
ｍ
で
、
小
坂
中

学
校
３
年
の
山
口
真
玄
さ
ん
が
、
僅
差

で
決
勝
進
出
を
逃
し
た
も
の
の
、
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
児
童
生
徒
が
伸
び
や
か
に

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
陸
上
競
技
大
会
で
の
児
童
生
徒
の
活

躍
に
つ
い
て

　

「
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

秋
田
県
大
会
」
に
て
、
５
年
女
子
１
０

０
ｍ
で
阿
部
梨
々
愛
さ
ん
が
２
位
、
男

子
走
り
高
跳
び
で
６
年
熊
谷
光
輝
さ
ん

が
３
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
６
年
女
子
１

０
０
ｍ
、
女
子
８
０
０
ｍ
で
入
賞
者
を

出
し
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
み
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
阿
部
梨
々
愛
さ
ん
は
、「
東
日

本
都
道
府
県
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大

会
」
に
、
５
年
女
子
１
０
０
ｍ
の
秋
田

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
８
月
25
日
に
開
催
し
た
男
子

第
40
回
、
女
子
第
28
回
鹿
角
中
学
校
総

合
体
育
大
会
駅
伝
競
走
大
会
で
は
、
男

子
が
、
６
区
間
中
５
区
間
で
区
間
賞
を

と
る
な
ど
圧
倒
的
な
走
り
を
み
せ
初
優

勝
、
女
子
が
３
位
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
男
子
は
、
９
月
２
日
第
50

回
八
郎
潟
干
拓
記
念
駅
伝
競
走
大
会
に

も
出
場
し
、
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
２

位
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
10
月
７
日
に
開
催
さ

れ
る
「
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る

さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
」
に
む
け
て
、
大

き
な
弾
み
に
な
り
、
ま
た
、
地
域
を
一

つ
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

カ
メ
ム
シ
類
防
除
お
よ
び
い
も
ち
病
防

除
の
た
め
の
薬
剤
散
布
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
米
防
止
の

た
め
の
湛
水
管
理
終
了
後
は
、
収
穫
に

向
け
て
ほ
場
の
排
水
を
確
実
に
行
い
、

刈
り
取
り
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
良

質
米
生
産
へ
向
け
て
注
意
を
喚
起
し
て

い
き
ま
す
。

▼
第
55
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
つ

い
て

　

秋
田
県
消
防
操
法
大
会
が
９
月
１
日

に
、
秋
田
県
消
防
学
校
を
会
場
に
行
わ

れ
、
小
坂
町
消
防
団
第
４
分
団
上
川
原

班
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

上
川
原
班
は
６
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、

小
坂
町
消
防
訓
練
大
会
で
優
勝
し
、
続

く
７
月
１
日
に
行
わ
れ
た
、
秋
田
県
消

防
協
会
鹿
角
支
部
消
防
訓
練
大
会
で
も

見
事
優
勝
し
、鹿
角
支
部
代
表
と
し
て
、

出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

上
川
原
班
の
出
場
は
、
７
年
連
続
11

度
目
と
な
り
、
う
ち
全
県
優
勝
１
回
、

準
優
勝
１
回
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
も
優
勝
を
目
指
し
て
、
７

月
下
旬
か
ら
大
会
前
日
ま
で
長
期
間
に

わ
た
り
、
早
朝
の
訓
練
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

２
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
、
気

力
、
団
結
力
は
優
勝
し
た
出
場
隊
と
比

較
し
て
も
、
決
し
て
ひ
け
を
と
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
他
の
分
団
も
切
磋
琢
磨
し
て

競
い
合
い
、
消
防
団
全
体
の
技
術
の
向

上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●
補
正
予
算

【
平
成
30
年
度
】

◆
一
般
会
計
（
第
３
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２

　

号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

◆
歯
科
診
療
所
特
別
会
計
（
第
１

　

号
）

●
そ
の
他

◆
教
育
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
教
育
委
員
会
の
委
員
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
◆
情
報
公
開
審
査
会
の
委
員
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
固
定
資
産
税
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

主
な
議
決
事
項
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（単位：千円）

会　　計　　名
一　　般　　会　　計
特 別 会 計 （合計）

歳入総額
4,843,153
1,978,842
777,664
74,175
766,612
4,018
60,130
13,016
1,771
957

277,167
3,332

260,960
170,812

歳出総額
4,721,794
1,923,019
739,166
74,163
751,624
4,017
60,130
13,016
1,771
957

275,517
2,658
238,460
301,938

差引額
121,359
55,823
38,498

12
14,988

1
0
0
0
0

1,650
674

22,500
△ 131,126

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
　〃　（介護サービス事業勘定）
歯 科 診 療 所
中小企業従業員退職金等共済事業
菅原ヤヱ奨学資金
文 化 基 金
下 水 道 事 業
小 坂 財 産 区

（収益的収支）
（資本的収支）

水道事業会計

■普通会計
　一　　般 50億5,242万円
　歯科診療所 1,270万円

■公営企業会計
　下 水 道 15億1,746万円
　水道事業 26億7,254万円

■財政調整基金 10億2,726万円
■減債基金 4億6,040万円
■その他基金 4億  357万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

①実質赤字比率
　一般会計等の実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
②連結実質赤字比率
　全会計を合計した実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
③実質公債費比率
　道路整備等の公共事業を行う際に借り入れた資金を返済するための元利償還金や、公営企業の元
　利償還金のために一般会計から繰り出した額の合計が、標準的な収入に対してどれくらいの割合
になるかを示す指標

④将来負担比率
　一般会計等が将来負担しなければならない額（借金の返済の他にも、職員の退職手当や公営企業
への繰出金等の合計）が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

■資金不足比率
　公営企業の資金不足額が料金収入等の事業規模に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

〔　　　　　　〕平成30年３月31日現在の
人口（5,195人）で算出
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平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度、健全化判断比率と、資金不足比率を監査委
員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表することになりました。
平成29年度決算に係る比率を算出しましたので、お知らせします。

【すべて健全化基準を下回りました。今後も健全な財政運営に努めます。】

※赤字がない場合は（－）で表されます。

※資金不足がない場合は（－）で表されます。

　　指　　標
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

平成29年度
－
－
14.0%
122.1%

平成28年度
－
－

013.3％
123.7％

早期健全化基準
015.0％
020.0％
025.0％
350.0％

小坂町
－
－

下水道事業
水道事業

経営健全化基準

20.0％
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第55回秋田県消防操法大会

第４分団上川原班が出場
　９月１日、第55回秋田県消防操法大会が由利本荘市の
県消防学校で開催されました。小坂町からは第４分団上
川原班が小型ポンプ操法の部に出場しました。訓練の成
果を遺憾なく発揮し、4年ぶりの上位入賞となりました。
　また、最優秀選手賞には指揮者の亀田憲人副班長が選
出され、小坂町消防団の操法技術の高さを全県に示して
きました。
　上川原班では、鹿角支部大会が終わり県大会の出場が
決定してから、１か月以上の長期間にわたり厳しい訓練
を重ねてきました。今回の訓練で積み重ねてきた技術と
団結力を今後の活動で発揮してくれることを期待します。

－身近な話題をお知らせください。

事故にあわない、おこさない

秋の交通安全運動
　９月21日から30日の期間で、秋の交通安全運動
が行われました。初日の21日は、交通安全祈願の
神事、交通安全集会、パレードが行われ、関係者約
70名が参加しました。
　また、26日には上川原バス停前において、上下線
約200台の通行車輌に交通安全チラシを配布し、啓
発を行いました。
　なお、11月23日には交通死亡事故ゼロ2,000日
が達成できる見込みです。事故の被害者・加害者に
ならないよう、安全運転を心がけましょう。

知的障がい者福祉事業へ貢献

木村光江さんに知事表彰
　９月２日、鹿角市で開催された「第60回手をつ
なぐ育成会秋田県大会」において、木村光江さんが
知的障がい者福祉事業への貢献を認められ、更生援
護功労者の部門で知事表彰を受けました。木村さん
は、知的障がいのある人を支える家族や支援者の会
である「鹿角手をつなぐ親の会」へ平成２年に入会、
平成12年からは幹事として活動されています。
　障がいを持つ方々の自立を支援し、共生社会の実
現に向けた取り組みが今回の表彰となりました。

小坂町国際交流協会（KIS）からのお知らせ

国際交流員とともに中高生を引率してくれる方
１名も募集しています。（20歳以上）

※中学生と高校生に募集要項を配布します。
※日程や経費は、状況により変更される場合があ
ります。

期　　日　平成31年３月21日（木）～ 29日（金）

行 き 先　アメリカ合衆国
　　　　　　カリフォルニア州サクラメント市

参 加 費　町内者13万円（町・協会補助７万円）
　　　　　町外者18万円（協会補助２万円）

定　　員　７名（小坂町在住者が３名以上で実施）

応募資格　出発時中学１年生から高校３年生であり、
　　　　　保護者の承諾を得ていること。
　　　　　KIS会員（予定も含む）であり、体験旅行準
　　　　　備およびその後の行事に参加できること。

申込締切　11月12日（月）17時まで

お問い合わせ　KIS事務局
　　　　　（観光産業課 観光商工班 ℡29－３９０８）
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生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館︵☎₂₉⊖₂0₆₉︶
川上公民館︵☎₂₉⊖₂3₄₄︶ 七滝公民館︵☎₂₉⊖3₄₁₁︶

お問い合わせ先　教育委員会 学習振興班（℡29－２０６９）

　まなびピアは、生涯学習の総合的な交流と発表の場として開催して
おり、今年で30回目となります。今年は様々な手芸・工芸などの展
示コーナー、楽しい体験・発表コーナーのほか、小坂小学校・小坂中
学校の文化祭と同日開催です！ぜひご来場ください。

期　日　10月13日（土）～14日（日）
　　　　９時～18時

会　場　小坂町交流センター　セパーム

主　催　小坂町生涯学習推進本部
　　　　小坂町生涯学習奨励員協議会

●両日開催
　•作品展示　　　•切り絵体験
　•出張郷土館　　•ロビーコンサート

●10月13日（土）
◆体験・発表コーナー
　•うたとリズム（合唱）　•鳳樹会（日本舞踊）
　•おはなしボックス（朗読、工作）
　•太極拳発表＆体験　　•ハーバリウム体験
◆小坂小学校学習発表会（会場：小坂小学校）
◆小坂中学校合唱コンクール（会場：セパーム）

●10月14日（日）
◆体験・発表コーナー
　•出張郷土館ギャラリートーク
　•フラワーアレンジメント体験
◆小坂中学校「坂中祭」（会場：セパーム）

　９月17日、小坂町駅伝競走大会が記念陸上競技場をスタート・ゴールとする周回コースで開催され、20チー
ムが参加しました。
　スタート前には小雨も上がり、各選手とも懸命にタスキを繋ぎ、沿道からたくさんの声援を受けていました。
　ゴール後は、恒例となった町内事業所の協賛、調理ボランティアの方々による桃豚の豚汁がふるまわれました。
　各部門の入賞及び区間ラップ賞は次のとおりです。

○中学男子の部
〈第１位〉陸上競技部Ａ
〈第２位〉陸上競技部Ｂ
〈第３位〉陸上競技部Ｃ

○中学女子の部
〈第１位〉陸上競技部Ａ
〈第２位〉陸上競技部Ｂ

○中学校男子の部
第１区　山口　真玄　６分52秒
第２区　花岡　翔太　７分31秒
第３区　成田　　絆　７分36秒
第４区　畠山　世那　７分22秒
第５区　木村　哉人　７分52秒

○中学女子の部
第１区　吉田　　凛　８分41秒
第２区　亀田　凛香　８分45秒
第３区　下野　　由　８分49秒
第４区　細越　遙奈　８分32秒
第５区　古川　陽菜　８分45秒

○一般の部
第１区　藤本　孝輔　７分41秒
第２区　金丸　富男　６分56秒
第３区　佐藤　雄太　７分28秒
第４区　虎渡　智実　７分49秒
第５区　髙畑　政弘　７分17秒

○小学校男子の部
第１区　立石虎太郎　８分37秒
第２区　立石竜之助　９分19秒
第３区　熊谷　光輝　９分05秒
第４区　杉澤祥太朗　９分17秒
第５区　田原　京介　８分44秒

○小学校女子の部
第１区　佐藤　由奈　８分46秒
第２区　千葉　史香　９分13秒
第３区　澤田　大芽　８分22秒
第４区　髙橋　美子　９分49秒
第５区　阿部梨々愛　８分35秒

○一般の部
〈第１位〉消防署Ａ
〈第２位〉せいれんＡ
〈第３位〉ＫＡＡＣ１

○小学校男子の部
〈第１位〉ブルーウォリアーズＡ
〈第２位〉ブルーウォリアーズＢ
〈第３位〉ブルーウォリアーズＣ

○小学校女子の部
〈第１位〉レッドウェーブＡ
〈第２位〉レッドウェーブＣ
〈第３位〉レッドウェーブＢ
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生涯学習だより小坂公民館上向分館・十和田分館
事務局　交流センター「セパーム」内︵☎₂₉⊖₂0₆₉︶

　９月22日、今年で５回目のふるほん市を開催しまし
た。
　当日はあいにくの天候で屋内での開催となりました
が、約100人の来場があり、廃棄となった本を選び
持って帰られました。
　カフェコーナーやフリーマーケット、おはなしぼっ
くすさんによる、おはなしランプなど盛りだくさん
で子どもも大人も時間を忘れて楽しんでいました。

　小坂町のアーティストの作品を展示します。
（美術・写真・書道など）

◆期日　11月21日（水）～25日（日）

◆時間　９時～17時

◆会場　図書館ロビー　学習室

 出展作品募集中！

我こそはアーティスト
と思う方はぜひ、11月
17日（土）までに図書館
へお申込みください。

　ホップ学団（小学１年～小学４年）のパークゴルフ場遠足が行われました。パークゴルフ協会のみな
さんから指導していただき、競技を楽しみながら協会のみなさんとの交流や異学年の交流を深めること
ができました。

　ステップ学団（小学５年～中学１年）の十和田湖宿泊体験学習が行われました。奥入瀬渓流散策や湖
畔の宿泊、旧十和田小中学校での交流活動など、十和田湖の自然のよさを体験しました。

　ジャンプ学団（中学２年～中学３年）の強歩大会が小坂高校と合同で３年ぶりに開催されました。今年
はこれまでのコースを短縮し、市街地を多く通るようにしました。熊対策も万全に準備をして行いまし
た。雨の中での強歩となりましたが、参加者全員が完走することができました。

▲パークゴルフ場遠足 ▲十和田湖宿泊体験学習 ▲強歩大会

お問い合わせ先　小坂図書館（℡29－２２０７）
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生涯学習だより 図書館︵☎₂₉⊖₂₂0₇︶
郷土館︵☎₂₉⊖₄₇₂₆︶

●
眠
育
講
座

　

９
月
10
日
（
月
）
か
づ
の
厚
生
病
院
小
児

科
の
塚
原
央
之
先
生
を
お
招
き
し
、
１
年
生

を
対
象
と
す
る
眠
育
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

睡
眠
不
足
が
引
き
起
こ
す
様
々
な
弊
害
や
、

メ
デ
ィ
ア
活
用
時
間
と
睡
眠
の
関
係
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
良
質
な

睡
眠
を
と
る
こ
と
が
健
康
管
理
に
繋
が
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る

大
切
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

●
小
坂
町
敬
老
会
よ
さ
こ
い
演
舞

　

９
月
16
日
（
日
）
小
坂
町
敬
老
会
に
て
、
よ

さ
こ
い
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
町
内
で
お

な
じ
み
の
「
康
楽
宝
船
」
で
は
、
ア
カ
シ
ア

太
鼓
の
皆
さ
ん
と
共
演
。
太
鼓
の
響
き
に
後

押
し
さ
れ
、
い
つ
も
よ
り
勇
壮
さ
を
増
し
た

演
舞
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
就
職
試
験
直

前
の
３
年
生
が
参
加
で
き
ず
、
例
年
よ
り
少

人
数
で
し
た
が
、
下
級
生
中
心
の
メ
ン
バ
ー

で
無
事
に
務
め
上
げ
た
こ
と
は
チ
ー
ム
に

と
っ
て
も
自
信
と
な
り

ま
し
た
。
演
舞
す
る
機

会
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
地
域
の
方
々

と
高
校
と
の
架
け
橋
に

な
れ
る
よ
う
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。●

か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
出
展

　

９
月
16
日
（
日
）
鹿
角
市
産
業
祭
「
か
づ

の
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
環
境
技
術
科
が
課

題
研
究
の
授
業
で
製
作
し
た
も
の
を
中
心
に

展
示
し
ま
し
た
。
蜜
蝋
を
原
料
と
し
た
ロ
ウ

ソ
ク
や
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
な
ど
の
鋳
造
作
品
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
展
示

の
ほ
か
学
校
案
内
や
ポ
ス
タ
ー
も
掲
示
し
、

日
頃
の
小
坂
高
校
の
取
り
組
み
を
地
域
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
鹿
角
・
小
坂
地
域
の
方
々
に
「
小

坂
高
校
」
と
「
も
の
づ

く
り
」
に
興
味
・
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
10

月
13
日
・
14
日
に
は
、

小
坂
町
の
ま
な
び
ピ

ア
に
も
出
展
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
第
50
回
強
歩
大
会

　

９
月
22
日
（
土
）
強
歩
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
か
つ
て
は
十
和
田
湖
畔
や
発
荷
峠
駐

車
場
が
ス
タ
ー
ト
地
点
で
し
た
が
、
今
年
は

学
校
発
着
の
七
滝
往
復
コ
ー
ス
に
変
更
し
ま

し
た
。
距
離
も
６
㎞
程
度
短
く
な
っ
た
と
は

い
え
、
16
㎞
少
し
の
距
離
の
う
ち
約
半
分
が

上
り
坂
。
従
来
の
下
り
が
多
い
コ
ー
ス
と
は

勝
手
が
違
い
、
経
験
の
あ
る
３
年
生
で
も
初

め
て
に
近
い
感
覚
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
レ
ー

ル
パ
ー
ク
、
明
治
百
年
通
り
、
康
楽
館
、
天

使
館
、
鉱
山
事
務
所
と
小
坂
の
観
光
名
所
を

通
る
コ
ー
ス
は
、
高
校
生
活
の
思
い
出
の
ひ

と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
沿
道
で
の
励
ま
し
の

ご
声
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
の
日
程

◦
三
次
試
験

　
　
　

10
月
15
日（
月
）～
17
日（
水
）

◦
秋
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
22
日
（
月
）

◦
坂
高
祭

　
　
　

10
月
27
日（
土
）～
28
日（
日
）

︿
一
般
公
開
は
28
日（
日
）９
時
30
分
～
﹀

　

※
代
休　

29
日（
月
）・
30
日（
火
）

　現在、郷土館では特別展「夜明けはまだか－明治の
近代化と小坂鉱山－」（12月19日まで）が開催中です。
これにともなって、関連のシンポジウムを下記の日程
で開催します。小坂鉱山と町がどのように発展してき
たか、そして、今後どのようになっていくのか、歴史
を知ることで未来を考えるきっかけにしてみません
か？

〈日　　時〉　10月27日（土）　13時～16時
　　　　　　（12時30分開場）
〈場　　所〉　小坂町交流センター セパーム　２階ホール
〈報 告 者〉　市原　　博 氏（獨協大学教授）
　　　　　　髙村　竜平 氏（秋田大学准教授）
　　　　　　亀沢　　修 氏（町史編さん室長）
〈主　　催〉　小坂町立総合博物館郷土館
※シンポジウム終了後、郷土館で展示解説を行います。

「小坂鉱山の歴史－過去から未来へ－」

【日時】10月27日（土） 10時30分～11時30分
【対象】幼児～小学生・保護者　　◇自由参加・無料

特別展関連シンポジウム特別展関連シンポジウム

■蝶のゆくへ／葉室麟（913）
■ふたりぐらし／桜木紫乃（913）
■歪んだ波紋／塩田武士（913）
■その話は今日はやめておきましょう／井上荒野（913）
■夏の雪／佐伯泰英（913）

■まずはごはん－ささえあう社会への、はじめの一歩－／
　CPAO（369）
■図解　身近にあふれる「科学」が３時間でわかる本／
　左巻健男（404）
■日本で、ヒュッゲに暮らす／イェンス・イェンセン（590）
■ドライフラワーでつくる花束飾り華やかなスワッグ／
　Kristen（594）
■家族がよろこぶダンボール工作

■みえるとかみえないとか／ヨシタケシンスケ（Ｅ）
■ふるふるフルーツ／はらぺこめがね（Ｅ）
■ぴょこたんのなぞなぞめいろブック３／このみ・
　プランニング（Ｋ７）

※（　）の中の数字は
　分類番号です
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　秋にすることといえば、何を思い浮かべますか？日
本ではお月見や紅葉狩りでしょうか？アメリカ人はた
ぶんコーンメイズやパンプキン狩りでしょう。秋の到
来とともに、少し肌寒くなってきた風や色づき始めた
木々の中、アメリカの子どもたちがファーム（農場）
への修学旅行や家族旅行を楽しみにしています。
　私が通っていた学校でもそういう修学旅行がありま
した。クラス全員でスクールバスに乗って、ファーム
に降りたとき藁や家畜の匂いがしました。動物との
ふれあいのほか、ヘイライドやコーンメイズ、パンプ
キン狩りをしました。ヘイライド（hay ride）はトラ
クターや馬に引っ張られたワゴンに、ベンチの代わり
に干し草（hay）の俵を乗せた乗り物です。コーンメ

イズ（corn maze）はトウモロコシ畑に作られた迷路
（maze）のことです。トウモロコシは子どもたちより
ずっと背が高いため、メイズの中は異世界みたいでし
た。ヘイライドやコーンメイズを楽しんだあと、パン
プキン畑に集まってパンプキン狩りをしました。子ど
もたちがあちこちに散らばって、一番のパンプキンを
探していました。帰るときは皆パンプキンを抱いてま
たバスに乗りました。子どもたちが苦労して選んだ
パンプキンは家に持ち帰られて、ジャック・オー・ラ
ンタンにされることが多いですが、私が持って帰った
パンプキンはよく
調理されました。
それにしてもすご
く良い思い出でし
た。
　コーンメイズや
パンプキン狩りも
十何年も行ったこ
とはないですが、
今でも秋が来ると
思い出します。あ
の青く高い空と、
風に浮かぶ藁の匂
いと、遠くに聞こ
える笑い声を。

アメリカの秋のアクティビティ

時事通信社「教育奨励賞」において
　小坂小・中学校が最高賞「文部科学大臣奨励賞」を受賞
　創造性に富んだ特色ある教育を実践し
顕著な業績を上げた学校に贈られる「第
33回教育奨励賞」で、秋田県から選出さ
れた小坂小・中学校が、最高賞の１校と
して「文部科学大臣奨励賞」を授与され
ることになりました。10月22日（月）、賞
を主催する時事通信社東京本社にて表彰
式が行われる予定です。
　小中一貫教育を生かした９年間を横断
するふるさと教育や、子どもたち自身の
企画による、手づくりの観光ＰＲ活動、
「小坂町活性化アクションプロジェクト」
の福祉施設の窓ふき、自治会の花壇整備、
市日マップの作成等の地域貢献、そして
「坂中議会」の開催でまちづくりの参画者となったことが高く評価されました。
　子どもたちの真剣な取り組みに、町民の皆さんから感謝の気持ちを伝える電話や手紙が学校
に届けられたことも、受賞の大きな理由となりました。皆さんと一緒にいただいた賞を喜び合
い、励みとして、これからも地域にとけ込んだ活動を継続していきます。

▲今年の新作ＰＲ動画を作成中の小坂小学校６年生
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インフルエンザが流行する12月中旬までに予防接種を受
けるようにしましょう。

■平成30年度の対象者
　過去に23価肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方
で、接種日に1または2に該当する方

■接種期間：10月１日（月）～２月28日（木）
■自己負担額：医療機関により異なります。
　各医療機関が定める予防接種料金から、あらかじめ町
からの助成額（2,000円）を差し引いた金額が請求され
ます。
※生活保護世帯の方は医療機関窓口で「緊急時医療依頼
証」を提示すると無料になります。
■接種医療機関：保健センターもしくはかかりつけ医に
ご相談ください。

■接種期間：３月31日（日）まで
■自己負担額：医療機関により異なります。
　医療機関が定める予防接種料金から、あらかじめ町から
　の助成額（3,000円）を差し引いた金額が請求されます。
※生活保護世帯の方は医療機関窓口で「緊急時医療依頼
証」を提示すると無料になります。

■接種医療機関：ほとんどの県内医療機
関で接種できます。必ず、事前に病院
に予約をしてください。

■持ち物：保険証等の本人確認できるもの

予防接種を希望する方は、この機会をのがさずに期間内に接種しましょう。

申込み・お問い合わせ先　保健センター（℡29－３９２６）

①インフルエンザ予防接種助成 ②高齢者肺炎球菌予防接種助成

予防接種のほかにも、家族みんなで予防しましょう！
◎手洗い（アルコールによる消毒も有効です。）
◎咳エチケット（咳・くしゃみが出るときはマスク着用）
◎普段からの健康管理も大切です！（栄養と睡眠など）

1下記の生年月日に該当する方

260～64歳で身体障害者手帳１級相当の心臓、腎臓、
　呼吸器の機能障害及びヒト免疫不全ウイルスによる免
　疫機能障害のある方※事前に保健センターに申請が必
　要です。（印鑑と身体障害者手帳をご持参ください。「予
　防接種対象者証明書」を発行します。）
　

■対象者と助成内容

①65歳以上

②60～64歳で身体障害
者手帳１級相当の心
臓、腎臓、呼吸器の機
能障害及びヒト免疫
不全ウイルスによる免
疫機能障害のある方

③生後６か月～高校３
年生相当年齢

１人１回限り・・・2,000円

１人１回限り・・・2,000円
※事前に保健センターに申請が
　必要です。（印鑑と身体障害者
　手帳をご持参ください。「予
　防接種対象者証明書」を発行
します。）

【13歳未満】
１人１回につき2,000円（２回まで）
【13歳以上】
１人１回限り・・・2,000円

助成金額・回数対　象

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生
昭和23年４月２日～昭和24年４月１日生
昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生
昭和13年４月２日～昭和14年４月１日生
昭和８年４月２日～昭和９年４月１日生
昭和３年４月２日～昭和４年４月１日生
大正12年４月２日～大正13年４月１日生
大正７年４月２日～大正８年４月１日生

生　年　月　日年　齢

★地域の方が献血を呼びかけ、地域に献血の輪が広
がることを願って、地域献血を実施します。昨年、
　好評だった骨密度測定と体組成測定を今年も行い
ます。（ゆーとりあ会場のみ）

　子どもや高齢者、基礎疾患のある方が感染すると重症化しやすい感染症について、
予防接種費用を助成しています。

対象の方には、９月下旬にハガキをお送りしています。

お
母
さ
ん
か
ら

　

イ
ヤ
イ
ヤ
せ
ず
に
毎
日
、
歯
み

が
き
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
� 小笠原佳

か
那
な
さん

（中小坂）

ふれあい広場ふれあい広場
お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ジ
ュ
ー
ス
大
好
き
�

こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
が
ん
ば
ろ
う
ね
�

亀田　菜
な
瑠
る
さん

（新町）

お
母
さ
ん
か
ら

　

こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
楽
し
く

が
ん
ば
ろ
う
。

熊谷あおいさん
（岩沢）

目時　　和
のどか
さん

（藤倉団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

毎
日
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
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小坂町マスコットキャラクター「かぶきん」

－秋田県健康寿命日本一を目指して－

健診結果の見方　伝授します
スクエアステップに挑戦！！

腰痛・肩こり予防体操
腰痛・肩こりのある方もない方も、体幹トレー
ニングのエキスパートが小坂町にやってきま
す。

１日に食べる野菜の量を知ろう
～明日の食卓が変わる!? ～（試食あり）

自分のナトカリ比・家庭血圧を知ろう

心とからだをほぐすヨガ
あなたは自分を大切にしていますか？

我が事　まるごと養成講座
•心はればれゲートキーパー
•認知症サポーター

受講者の方は、グリーンとオレンジの２つの
リングがもらえます。

10／24（水）
18時～19時30分

福祉課
まるごと支援班
保健師

大館市
ＢＭＲＧ主宰
後藤　　豊 氏

大館保健所
管理栄養士

七滝地区食生活
改善推進協議会

ヨガ講師
花岡　幸子 氏

福祉課
まるごと支援班

11／10（土）
18時～19時

12／６（木）
18時～19時

１／25（金）
18時～19時

２／21（木）
18時～19時30分

日　　程 講　　師内　　容

１

２

３

４

５

会場：ゆーとりあ（小坂町福祉保健総合センター）

対象：小坂町町民の方　20歳以上の方。ご自分の体力に合わせご参加ください。

参加申込み：10／19〆切　申込み時に参加する内容をお知らせください。

興味のある塾１回のみの参加も大歓迎です！
★なお、３回以上塾に参加した方には、オリジナル「ヘルスはっぴぃ
チャレンジャーTシャツ」を贈呈します。

担当・申込み先：保健センター　☎29－３９２６

　小坂町では、秋田県健康寿命日本一を目指す「秋田県健康づくり県民運動
推進協議会」に参加し、働き盛り世代から健康づくりに取り組む住民が増
え、その健康づくりの輪がひとりから、そして家庭、地域へとつながってい
くことを目指して、平成29年に健康づくり人材「ヘルスはっぴぃチャレン
ジャー」の育成を行うことを宣言しました。
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番号 入札予定時期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

期　間

約３ヶ月

約３ヶ月

約４ヶ月

約４ヶ月

入札及び契約の方法

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

種　　別

建築

建築

土木

土木

概　　　　　　　要

風除室設置、便器更新

下水道管渠　Ｌ＝186ｍ

下水道管渠　Ｌ＝280ｍ

工　　　　　　事　　　　　　名
場　　　　　　　　　　　　　所

向陽体育館耐震化工事
小坂字上谷地41－１
樹海クリーン公衆トイレ内部修繕工事
小坂字鯰沢地内
下水道管渠工事（上川原地区）
大地字上羽ノ木田地内
下水道管渠工事（万谷地区）
荒谷字万谷地内

１

２

３

４

フラット35子育て支援型・地域活性化型の受付開始のお知らせ
　住宅金融支援機構と連携し、「小坂町移住定住促進奨励事業補助金」と併せて全期間固定金利
住宅ローン「フラット35」を利用する場合、「フラット35子育て支援型・地域活性化型」の金利
引下げ（当初５年間0.25％引き下げ）を受けられる制度を開始しました。詳しくはお問い合わせ
ください。｠

○小坂町移住定住促進奨励事業補助金
　小坂町内で新たに住宅を取得する場合に最大で60万円を補助しています。

総務課 企画財政班（℡29－３９０７）
住宅金融支援機構東北支店地域営業グループ（℡022－227－５０３０）
フラット35サイト　www.flat35.com

お 問 い
合わせ先

　今年も年末調整の時期が近づいてまいりました。大館税務署では、官公庁・法人及び個人（白
色事業者）の源泉徴収義務者を対象に、次のとおり年末調整関係事務の説明会を開催します。
　また、平成31年（2019年）10月から実施される消費税軽減税率制度の説明会も併せて開催し
ます。

 日　　時　11月21日（水）
 　　　　　１回目　　受付開始　　　　　　　　　９時15分
 　　　　　　　　　　年末調整説明会　　　　　　９時45分～ 11時45分
 　　　　　　　　　　消費税軽減率制度説明会　　11時45分～ 12時15分
 　　　　　２回目　　受付開始　　　　　　　　　13時15分
 　　　　　　　　　　年末調整説明会　　　　　　13時45分～ 15時45分
 　　　　　　　　　　消費税軽減率制度説明会　　15時45分～ 16時15分

 場　　所　大館市民文化会館　中ホール

 持参書類　年末調整関係書類（対象者の方には、10月22日以降順次発送する予定です。）

※個人青色事業者への決算説明会（年末調整関係事務の説明も含む）は、別途開催されます。

お問い合わせ先　大館税務署法人課税部門（℡0186－42－０６７１）

 日　　時　

 場　　所　

 持参書類　

バスケットゴール更新、
照明器具落下防止対策
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お
知
ら
せ

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
等
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
や
他
の
相
談
員

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
問
題
解
決
や

改
善
を
図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ

プ
・
相
談
役
」
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員　

清
水　

浩
さ
ん

（
℡   

29―

３
３
０
６
）

◆
定
例
相
談
日
開
設

10
月
16
日
（
火
）
10
時
～
正
午

（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

役
場
３
階

◆
日
時　

10
月
29
日
（
月
）

◆
場
所　

大
館
市
立
中
央
公
民
館

◆
受
付　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
診
察　

10
時
～
12
時

◆
内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
の
相
談
、

補
装
具
の
医
学
的
判
定
及
び
医
療
相

談◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

（
℡   

０
１
８―

８
３
１―

２
３
０
１
）

◆
日
時　

11
月
８
日
（
木
）

13
時
～
16
時

◆
場
所　

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

秋
北

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
あ
き
た
未
来
創
造
部
活
力
あ

る
集
落
づ
く
り
支
援
室

（
℡   

０
１
８―

８
６
０―

１
２
１
５
）

◆
日
時　

年
末
年
始
を
除
く
毎
日

（
平
日
）
９
時
～
16
時

（
土
日
祝
）
10
時
～
16
時

◆
相
談
内
容　

人
と
上
手
に
つ
き
あ

え
な
い
、
家
族
と
の
関
係
で
悩
ん
で

い
る
、
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
・
悩
み

◆
電
話
番
号

℡   

０
１
８―

８
３
１―

３
９
３
９

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡   

０
１
８―

８
３
１―

３
９
４
６
）

　

十
和
田
湖
の
水
環
境
の
現
状
に
つ

い
て
学
び
、
環
境
保
全
の
意
識
を
高

め
る
た
め
、「
十
和
田
湖
環
境
保
全
会

議
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
北
海
道
大
学
名
誉
教

授
帰
山
雅
秀
氏
が
「
水
圏
生
態
系
の

利
用
と
保
全
に
関
す
る
持
続
可
能
な

管
理
と
は
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演

を
行
う
ほ
か
、
秋
田
・
青
森
両
県
か

ら
、
十
和
田
湖
に
関
す
る
水
質
調
査

や
観
光
に
つ
い
て
話
題
提
供
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
会
議
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
８
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
申
込
み　

不
要

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
生
活
環
境
部
環
境
管
理
課

（
℡   

０
１
８―

８
６
０―

１
６
０
３
）

　

紅
葉
す
る
樹
種
や
そ
の
色
づ
き
の

し
く
み
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

解
説
を
行
い
、
十
和
田
八
幡
平
地
域

の
豊
か
な
自
然
と
国
立
公
園
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
13
日
～
11
月
18
日

９
時
～
16
時
30
分

（
11
月
の
水
曜
日
は
休
館
）

◆
場
所

十
和
田
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

十
和
田
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

（
℡   

０
１
７
６―

75―

１
０
１
５
）

情
報

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

企
画
展
「
紅
葉
を
科
学
す
る
」

10
月
15
日（
月
）～
㆓1
日（
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す

［住所］　小坂鉱山字渡ノ羽14－１
［家賃］　35,000円（駐車場別途）
［概要］　木造　２階建ての１階
　　　　１ＬＤＫ（居間兼食堂兼台所、洋室）

■入居資格・注意事項
現在住宅に困っている方であること。
渡ノ羽ハイツ…単身入居可・所得制限あり（下限）・
　　　　　　　町外在住者・世帯主が満40歳未満
■申込方法
「町営住宅入居申込書」に家族全員分の「住民
票」、「所得・課税・扶養証明書」、「滞納がないこ
との証明書」を添えて、建設班にお申し込みくだ
さい。
締切までに応募者がいない場合は以後、先着順
とさせていただく場合があります。

お問い合わせ先　建設課 建設班（℡29－3910）

申込締切
10月26日㈮

お問い合わせ先：建設課 建設班（℡29－3910）

　先月９月６日に北海道胆振東部を震源とする大き
な地震があり、死者や負傷者などの被害が報告され
ています。住宅の倒壊による災害を未然に防止し、
町民の安全を確保するために木造住宅の耐震診断を
希望する方に耐震診断士を派遣します。
【対象となる住宅】
町内にある、昭和56年５月31日以前に建築された木
造戸建て住宅
【対象となる方】
対象となる住宅を所有する個人で、町税等を滞納し
ていない方
【費　　用】
自己負担　１万円（業務委託費13万円のうち、12万
円を町が負担します。）
【予定戸数】４戸
【申込期間】12月28日まで
　　　　　※予定戸数になり次第終了します。

木造住宅耐震診断支援事業
地震に対する住宅の備えは十分ですか？

身
体
障
害
者（
肢
体
）巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す

十
和
田
湖
環
境
保
全
会
議
開
催
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お
知
ら
せ

◆
日
時　

11
月
５
日
（
月
）

18
時
～
20
時

◆
場
所　

セ
パ
ー
ム

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課 

企
画
財
政
班

（
℡   

29―

３
９
０
７
）

　

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

感
心
の
あ
る
方
、
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
是
非
説
明
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
24
日
（
水
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　

小
坂
分
室
（
小
坂
鉱
山
字

尾
樽
部
16―

２
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
角
地
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
小
坂
分
室

（
℡   

29―

２
９
５
４
）

　

10
月
１
日
か
ら
、
24
円
引
き
上
げ

ら
れ
時
間
額
「
７
６
２
円
」
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
秋
田
労
働
局
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

（
℡   

０
１
８―

８
８
３―

４
２
６
６
）

　

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）

ま
で
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良

好
な
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
（
水
）
は
、
一

斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
建
築
住
宅
課

（
℡   
０
１
８―

８
６
０―

２
５
６
５
）

　

解
雇
・
雇
止
め
、
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
、
職
場
環
境
の
悪
化
な
ど
、
働

く
人
と
勤
め
先
と
の
間
で
お
き
た
労

働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
、
専

門
家
が
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
お
手
伝
い

し
ま
す
。
利
用
は
無
料
で
、
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
℡   

０
１
８―

８
６
０―

３
２
８
４
）

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や

重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
不
正
に
製

造
さ
れ
た
燃
料
を
い
い
、
そ
の
製
造

や
使
用
は
軽
油
引
取
税
の
脱
税
や
環

境
汚
染
に
も
つ
な
が
る
非
常
に
悪
質

な
行
為
で
す
。

　

秋
田
県
で
は
、
10
月
を
不
正
軽
油

一
掃
強
化
月
間
と
し
、
事
業
所
な
ど

へ
の
立
ち
入
り
や
、
自
動
車
燃
料
の

抜
き
取
り
に
よ
る
不
正
軽
油
の
調
査

を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。
職
員
が
調

査
に
伺
っ
た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
総
務
部
税
務
課

（
℡   

０
１
８―

８
６
０―

１
１
２
４
）

◆
日
時　

10
月
21
日
（
日
）

10
時
～
15
時

◆
会
場　

コ
モ
ッ
セ

◆
内
容　
︿
民
事
﹀
売
買
代
金
・
賃

金
等
︿
家
事
﹀
離
婚
・
親
権
等

◆
相
談
料　

無
料

　

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
日
曜
日
に
行
い
ま
す
。
会
場

も
人
の
出
入
り
の
多
い
コ
モ
ッ
セ
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
調
停
協
会
（
鹿
角
簡
易
裁
判
所

内　

℡   

23―

２
２
６
２
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
に

は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振

秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

違
反
建
築
防
止
週
間
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座

振
替
が
お
得
で
す

働
く
人
の
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
座

御神酒　７件

日本鉄道保存協会2018年度総会交流会 5,000円

中国大連市政府代表団
来県歓迎レセプション 8,000円

十八世中村勘三郎七回忌追善偲ぶ会 15,000円

とわだ七滝ファーム
乾燥施設見学会及び祝う会 3,000円

９月分 町長交際費をお知らせします
【計４件　31,000円】

無
料
調
停
相
談
会

鹿
角
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
ご
案
内

10
月
は
不
正
軽
油
一
掃

強
化
月
間
で
す

　町民の皆さんとひざを交えて語り合える良い機
会であり、まちづくりにつなげていきたいと思い
ます。
　ぜひお誘い合わせのうえ、ご参加くださるよう
お願いいたします。

　町民の皆さんとひざを交えて語り合える良い機
「議員と語る会」開催します

地区名 日　　時 会　　場

七滝地区 11月27日（火）
18時～ ほっとりあ

十和田湖地区 11月27日（火）
18時～ 休平自治会館

上向地区 11月28日（水）
18時～ 鳥越自治会館

川上地区 11月28日（水）
18時～ 川上公民館

中央地区 11月29日（木）
18時～ セパーム

みなさんのご意見をお聞かせください

お問い合わせ先　議会事務局（℡  29－3914）
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お
知
ら
せ

替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50

円
割
引
さ
れ
る
「
早
割
制
度
」
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い「
６

か
月
前
納
」、「
１
年
前
納
」、「
２
年

前
納
」
も
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鷹
巣
年
金
事
務
所

（
℡   

０
１
８
６―

62―

１
４
９
０
）

◆
日
時　

11
月
５
日
（
月
）

13
時
30
分
よ
り

◆
会
場　

天
使
館

◆
参
加
費　

１
，０
０
０
円

○
朗
読　
　

谷　

京
子
さ
ん

○
ピ
ア
ノ　

佐
藤　

滋
さ
ん

○
バ
リ
ト
ン
独
唱　

奈
良
陽
平
さ
ん

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

一
條
志
津
子

（
℡   

29―

４
５
３
２
）

◆
テ
ー
マ　

食
品
ロ
ス
削
減
の
キ
ッ

チ
ン
か
ら
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

◆
講
師　

料
理
研
究
家

　

瀬
田
川　

千
秋　

氏

◆
日
時　

10
月
29
日
（
月
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
会
場　

大
館
市
立
上
川
沿
公
民
館

第
１
研
修
室

◆
定
員　

50
人

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
み
締
切　

10
月
22
日
（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
生
活

セ
ン
タ
ー
北
部
消
費
生
活
相
談
室

（
℡   
０
１
８
６―

45―

１
０
４
１
）

　

鹿
角
地
域
振
興
局
で
は
、
地
域
に

お
け
る
身
近
な
課
題
の
解
決
や
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
に
自
立
的
・
主
体

的
に
取
り
組
み
、
優
れ
た
活
動
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
の

方
を
表
彰
し
、
地
域
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
問
わ

ず
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的

な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
方
法　

応
募
用
紙
を
鹿
角
地

域
振
興
局
総
務
企
画
部
地
域
企
画
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
同
課
窓
口
や
秋
田
県
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
等
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

◆
募
集
締
切　

11
月
22
日
（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
角
地
域
振

興
局
総
務
企
画
部
地
域
企
画
課

（
℡   

０
１
８
６―

22―

０
４
５
７
）

◆
日
時　

11
月
11
日
（
日
）
９
時
～

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
と
し
て
小
坂
町

民
又
は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
方
。
高
校
生
以
下
は
参
加
不
可
。

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
，０
０
０
円

◆
審
判　

帯
同
審
判
制

※
審
判
を
帯
同
で
き
な
い
チ
ー
ム
は

２
，０
０
０
円
の
斡
旋
料
を
納
入
。

◆
申
込
み
締
切　

11
月
５
日
（
月
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

℡   

29―

２
０
６
９
）

◆
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

９
時
30
分
～

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
と
し
て
小
坂
町

民
又
は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
方
。

◆
参
加
料　

男
子
５
，０
０
０
円
／

レ
デ
ィ
ス
４
，０
０
０
円

◆
申
込
み
締
切　

11
月
８
日
（
木
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

℡   

29―

２
０
６
９
）

（
９
月
受
付
分
・
敬
称
略
・︿　
﹀は
行
政
区
）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素
不検出
不検出
不検出

セシウム134
不検出
不検出
不検出

セシウム137
２.９
不検出
不検出

採　　取　　日
測　定　期　間

平成30年９月12日
９月13日から９月19日

（単位：ベクレル／リットル）

＊ 

お
・
め
・
で
・
た 

＊

︿
中
央
団
地
﹀

　

小
笠
原
果か

蓮れ
ん（

父
・
拓
磨　

母
・
麻
美
）

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

︿
下
小
坂
﹀　　
　
　
小
笠
原
ア
ヤ
子

︿
細
前
田
﹀　　
　
　

石
沢　

宣
幸

︿
牛
馬
長
根
﹀　　
　

木
村
喜
三
二

︿
上
川
原
﹀　　
　
　

山
田　

リ
サ

※﹃
慶
弔
だ
よ
り
﹄へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

︽
検
査
日　

９
月
19
日
︾

　

①
七
滝
保
育
所
（
大
根
）

　

②
小
坂
マ
リ
ア
園
（
ね
ぎ
）

　

③
小
坂
小
学
校
（
大
根
）

　

④
小
坂
中
学
校
（
豚
ひ
き
肉
）

◆
検
査
結
果
↓
測
定
下
限
値
未
満

◆
測
定
下
限
値
は
10 

Bq
／
㎏
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会 

総
務
班

　
（
℡   

29
︱
２
３
４
２
）

保
育
所
・
学
校
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

募
集

消
費
生
活
セ
イ
フ
テ
ィ
講
座

受
講
者
募
集

ブ
ッ
ク
ス
・
カ
フ
ェ　
秋
の
朗
読
会

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
30
年
度
「
元
気
な
ふ
る
さ
と

鹿
角
・
小
坂
い
き
い
き
地
域
づ
く

り
活
動
表
彰
」の
募
集
に
つ
い
て

全
町
男
子
・
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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お
知
ら
せ

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

注：在宅当番医は、平日は17時から20時
まで、日曜祝日は９時から20時まで
です。

町の人口・世帯数
10月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,150人

2,388人

2,762人

2,378世帯

（－17人）

（－11人）

（－ 6人）

（－10世帯）

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医
行政相談日（小坂町役場）　小坂マリア園ゆー
とりあにこにこ訪問　小坂中学校振替休業日
かようカフェ（はいから倶楽部）　【可燃ごみ】

市日健康相談（だんらん）　２か月・１歳３か月
児育児相談（ゆーとりあ）　こさか子育て広場
～わくわく～（ゆーとりあ）　　（康楽館休演日）

（康楽館休演日） 高橋茂紀主演公演初日（康楽館）
【可燃ごみ】

こさか子育て広場～わくわく～（ゆーとりあ） 《文化の日》
【古紙類】

【可燃ごみ】

小坂町消防団火災想定訓練
秋の火災予防運動（～10日）
十和田ふるさとセンタークローズ

〈土用〉
第11回パークゴルフ小坂町長杯（全町大会）
【古紙類】

（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

〈十三夜〉
【可燃ごみ】

自立相談支援事業巡回日（ゆーとりあ）
（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

〈立冬〉

〈霜降〉
つどい倶楽部（はいから倶楽部）
心配ごと相談日（だんらん）  　【可燃ごみ】

七滝保育所開放日
幼児健診（ゆーとりあ）

小坂小・中学校ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

上小坂あおぞら市場（午前中）
【可燃ごみ】

七滝保育所開放日
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】
康楽館自主公演　全町バスケットボール大会（セ
パーム）　小坂ふくし会公開講演会（セパーム）
寝台列車あけぼの移動（小坂鉄道レールパーク）

坂高祭（～28日）　おはなしランプ（図書館）
特別展関連シンポジウム（郷土館）
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

（康楽館休演日）

小坂高校振替休業日（～30日）
（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

新月海斗主演公演千穐楽（康楽館）
【可燃ごみ】

小坂高校修学旅行（～16日）
心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】
小坂小・中学校ゆとりの日
暮らしの相談室（ほっとりあ）
【びん・缶等資源類】

〈七五三〉
こさか子育て広場～わくわく～（ゆーとりあ）

【可燃ごみ】

なかのクリニック
☎22-7335

鹿角中央病院
☎23-4131

本 田 医 院
☎35-3002

三ヶ田医院
☎31-1231
長 橋 医 院
☎23-7612
大湯リハビリ病院
☎37-3511
福 永 医 院
☎35-3117
大 里 医 院
☎22-1251
なかのクリニック
☎22-7335
いけがみクリニック
☎30-0111

かづの厚生病院
☎23-2111
大湯リハビリ病院
☎37-3511
笹村整形外科
☎30-0035
本 田 医 院
☎35-3002

本 田 医 院
☎35-3002
小坂町診療所
☎29-5500

いけがみクリニック
☎30-0111

かづの厚生病院
☎23-2111

小坂町診療所
☎29-5500

大 里 医 院
☎22-1251

三ヶ田医院
☎31-1231
鹿角中央病院
☎23-4131
大湯リハビリ病院
☎37-3511
笹村整形外科
☎30-0035
福 永 医 院
☎35-3117

長 橋 医 院
☎23-7612
大 里 医 院
☎22-1251

大 里 医 院
☎22-1251

笹村整形外科
☎30-0035
なかのクリニック
☎22-7335
本 田 医 院
☎35-3002

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
、

大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　盛岡藩での代官支配区域は、享保20年（1735）に
は領内10郡を33通（とおり）に分割していたが、藩
内が25通、25代官所に固定したのは寛政４年（1792）
以降のことである。その中にあって鹿角郡には藩の
経済を支える鉱山があり、津軽と秋田との藩境で
あったために、花輪通と毛馬内通の二つの通が置か
れ、代官所もそれぞれに置かれた。
　文政５年（1822）の記録によると鹿角の両代官所
の役職は、代官や下役、御物書に加えて牛馬役、御
境役、御蔵奉行などであり、それは花輪と毛馬内の
どちらにも置かれていたが、御銅山附奉行は花輪代
官所だけに置かれていた。
　ここで注目すべきは「巣鷹御用懸（がかり）」で
ある。巣鷹御用懸は享保年中（1716～1736）から置
かれていたが、年によって置かれる代官所が変わっ
ている。
　文政５年（1822）毛馬内代官所だけに設置
　天保11年（1840）花輪代官所だけに設置
　嘉永５年（1852）毛馬内代官所だけに設置
　なぜ巣鷹御用懸だけがこのように移動したのだろ
うか。実は、鷹は鷹狩に使われ、また鷹の羽根は矢
に使われる貴重なものであった。南部領はこれらの
名産地で、古来より多くの逸鷹（すぐれた鷹）を出
し将軍に献上している。巣鷹御用懸が置かれた通
は、花輪もしくは毛馬内通の他には、福岡通、三戸
通であった。（「用語南部盛岡藩辞典」より）
　正保４年（1647）の藩主が南部重直の頃には、盛
岡城の東、中津川を渡ったところに鷹匠小路があ
り、鷹師や鷹匠と呼ばれた武士が60人以上も勤め、
彼らは年中、鷹の飼育と調教を行っていたという。
　三戸城跡にも、鷹を飼育した御鷹部屋跡が今も残

されている。また、岩手県滝沢市の「巣子（すご）」
という地名は鷹の子をとった所を意味している。
　文政７年（1824）に菊池武候が記した「鹿角大湯
日記」には、花輪代官所が鷹の子をとった場所やと
り方が記されている。湯瀬から間もなくの米代川上
流左岸の岩場がその場所であった。この文献は早く
から知られていたが、一方の毛馬内代官所がどこで
鷹の子をとったかは分からなかった。
　しかし、６年ほど前に毛馬内の伊勢屋山本家の文
書を整理していたら、山本家第八代の九一郎と第九
代の九八郎が毛馬内代官所の巣鷹御用懸を務めてお
り、さらに、鷹の子をとる場所が小坂町大地の館神
岩であることが分かった。
　館神岩がどこにあるのか郷土館や図書館の方々が
調べてくださり、写真を送っていただいた。その場
所は東北自動車道の亀田山トンネルの手前、小坂川
右岸にあった。 この館神岩に昔は注連縄 （しめな
わ）が張ってあり、その西には館があったという。
この館神岩についてご存じの方は、教えていただけ
れば幸いである。
　巣鷹御用懸が花輪と毛馬内の代官所を移動してい
たのは、鷹の子がいなくなったら場所を変えていた
のではなかろうか。鷹の子（ひな）は２歳まで訓練
すると鷹狩りに使用できるそうだが、鹿角の巣鷹御
用懸がいつまで飼育や訓練をしたかは定かでない。
鷹の餌は山本家の文書では鳥が、藩の文書では犬が
使われていたとある。
　鷹狩りは冬に行われ、藩邸のお正月には鶴やカモ、
アイサ（カモの一種）、ウサギなどの料理が食され
たようである。（盛岡藩家老席日記「雑書」より）

かつて、小坂でも鷹の子がとられていた 町史編さん協力員　関　　友征（近世担当）

フクロウやインコとふれあってみませんか？

ＯＰＥＮ　12：00～16：00（夏季17：00まで）
（定休：火曜日） 

大　　　人…500円　　　高校生以下…100円

万谷上・旧七滝小学校から南へ400メートル　☎29－４０６０
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